
郷土の偉人で大正時代の俳人、松島十湖が愛した十湖池。’90年代に涸れてしまったが、平成11年に着工、
往時の豊かな自然を甦らせた「十湖池ビオトープ」を100年後まで存続させたい。そんな願いから平成22年に団
体発足、平成27年にNPO化しました。
地元の方々の憩いの場となり、子供達の豊かな環境教育の場となることを通して地域に貢献することを、また、
松島十湖の事蹟を宣揚し、地域が「俳句の里」として特色を出す一助となることも目標としています。
十湖池ビオトープでは70種の樹木を植え、生物多様性が高く、カブトムシが繁殖していて採集が楽しめます。
静岡県自然保護課と提携し、環境省レッドリストⅠB、天竜川で野生絶滅したカワバタモロコの最後の個体群を野
生復帰のために保護育成しています。
年６回、様々な自然体験イベントを実施し、スタッフを含め年間500名程が集まります。春にサツマイモの苗を植

えていただき、秋に収穫して焼き芋にして食べる農業体験
、駆除を兼ねたアメリカザリガニ釣り大会など、人気コンテ
ンツを沢山創出しました。
会員による出前授業を小学校、幼稚園等で年間10回
近く実施。大勢の高校生や社会人にボランティア体験の
場を提供。さらに令和４年度から「個人植樹」と銘打って、
お客さんにポットにどんぐりの芽生えを植えて頂き、ビオトー
プで育て、山に植樹する事業を始めました。これからも社
会貢献を頑張ります！

本活動、「起小ジャブジャブ池を生まれ変わらせよう大作戦」は、一宮市立起小学校の校長先生のお声がけ
から始まり本校生物部のほか様々な機関が協力しながら進められています。起小学校は木曽川に近い場所に
位置している関係から環境学習が盛んに行われています。
活動が始まる前の池は、ギンブナとカダヤシというたった2種類の魚しか生息していませんでした。そこで、生物
多様性の無いジャブジャブ池を、多様な生物が生息するワンドのような環境に児童・生徒が協力して改変し、児
童が校内で木曽川の環境を学べるようにすることが本活動の目的です。活動内容は、どんな環境を作るかの話
し合い、従来の池の拡張、国土交通省の許可のもとでの木曽川の砂や石の調達及び池への配置、ワンドの植物
や魚の採取及び池への植え付けと放流です。どの活動も、児童・生徒・有識者で協力して行われ、児童は話し合
いで主体的に意見を出し、生物に興味津々な様子でした。現在は、魚の放流を終え様々な生物が池の中で暮ら
しています。しかし、現在の状況でジャブ
ジャブ池が完成したわけではなく、さらに
たくさんの生物が生息できる環境に、そし
て児童により環境に興味を持ってもらえる
工夫をするなど池を改変できるように活動
を続ける必要があります。
今後も、児童・生徒との人との関わりを
大切にしながら環境教育の推進のため
の地域づくりに貢献できるように活動に取
り組んで参ります。（部員代表生徒より）

アメリカザリガニ釣りは大人気。
寒い季節以外は、子供達が大勢釣りに来ています。

R4.12月 木曽川の環境に詳しい㈱建設環境研究所の方々の指導の下、
越小学校の児童の皆さんと一緒に池にU字溝、土嚢を入れて、池底の基礎を作りました。

R5.9月 高校生が一宮高校中庭で捕まえた
モツゴやエビを越小学校4年生と一緒に放流しました。

夏季イベント「十湖池アドベンチャー」にて、イベントでは１００名近く集まります。

国土交通省の許可を得て、
木曽川から採取した植物を

高校生が植えました。

NPO法人
浜松市東区の自然と文化を残そう会

地域の自然と文化を残そう！
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起小ジャブジャブ池を生まれ変わらせよう大作戦
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